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認定心理士認定委員会より　

1．認定心理士第 3回研修会
認定心理士の第 3 回研修会が

平成 22 年 9 月 20 日の日本心理
学会第 74回大会中に大阪大学豊
中キャンパスにおいて開催され
た。事前申し込みを行って，当初
予定していた会場の定員（170名）
を超える申し込みがあったので，
急遽，会場を変更することになっ
た。そのため当日，日本心理学会
会員以外の方には，会場を探すの
に苦労があったようである。そし
て申込者数は 282 名となり，実
際の参加者数は 280名であった。
内訳は認定心理士 220 名，一般
37 名，残りは日本心理学会の会
員ということであった。参加者の
内訳からみれば，認定心理士向け
の研修会としては大盛況であった
といえる。しかし，教室の変更が
開催の直前であり，事前に予定の
なかった資料のコピーを当日に行
うなど，多くの出来事が重なり，
また当日参加も受け付けたことな
どもあって，時間通りの開始とは
ならなかった。参加者の中にはこ
うしたことでアンケートに苦情を
書かれている方がいた。このこと
については，主催者側としてお詫

る。こうした期待に応えられるよ
うに，今後も研修会を企画してい
きたいと考えている。

2．認定心理士教科書作成につい
て
認定心理士教科書作成小委員会

（委員長・久野雅樹）では，教科
書の原稿執筆者に執筆依頼を出
し，9月末日を原稿締め切りと設
定していた。しかし，締切日を過
ぎても，まだ原稿の集まりは 3

分の 1 程度である。今後速やか
に原稿が集まることと思われる。
なお，本を制作する出版社はす

でに決定しており，今後は出版社
と共同で編集作業が行われる。

3．平成 23 年度研修会について
認定心理士研修小委員会が平成

22年 9月 21日の日本心理学会第
74 回大会中に開催された。平成
23 年度の研修会の企画について
話し合われ，地方心理学会との共
催で研修会を企画することが確認
され，いくつかの地方学会に打診
することとなった。決まり次第，
日本心理学会の HPなどで広報す
る予定である。

（日本心理学会認定担当常務理事・
日本大学教授　横田正夫）

び申し上げなければならない。し
かし，そうは言うものの会場の設
営その他で尽力された大阪大学の
担当者，ならびに予定以上の参加
者に対応した事務局の尽力には改
めて感謝を申し述べたい。
さて，研修会のテーマは「初め

て出会う認知行動療法」であった。
研修会後に回収されたアンケート
の感想は，約半数の参加者から寄
せられた。短い時間にもかかわら
ず，長い感想が多く，今回の研修
会への関心の高さがうかがわれ
た。「よかった」「参考になった」
という内容が多く，さらには「わ
かりやすかったが，時間が短かっ
た」「もっと長くてもよかった」
と付け加えられていた。「じっく
り聞きたかった」という要望に，
「現実に使ってみたいので具体的
な話をもう少し聞きたかった」と
いう要望も含まれての感想のよう
であった。また，今後の要望とし
ては「テーマに『初めて』とある
ので，続く研修会を期待したい」
というものもあった。
今回のアンケートを読んでみる

と，認定心理士の中には，基礎的
な知識を学びたいといった人もい
れば，現場で実践したいと考えて
いる人もいて，関心や期待の幅が
広いということがよく理解でき

昨年の今頃，心理学ワールドの編集委員をお
引き受けしてから，あっという間に 1年が経ち
ました。学会に参加していても，発表とは別に，
心理学ワールドのネタ探しをしている自分の姿
に，われながら感心しています。9月からは副
委員長というより責任の重い役回りを引き受け
ることになりました。これまでこうした学会任
務とは縁遠かったこともあり，不安もあります
が，残り 3年の任期を自分なりに楽しんでみた
いと思っています。 （宮本聡介）
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